
Web、メールのログを自動調査
脅威検知し、対処方法を即座にレポート配信

レポート内容のイメージは裏面へ▶▶▶

Point4

Point 1

お客様に代わりWebアクセス、
送受信メールのログを
独自DBと照合し自動調査

セキュリティ
リサーチラボ

Point 4

従来のSOCサービスと
比較して低コスト

1ユーザー月額200円でご提供

Point 3

レポートにはインシデント内容と
その対処方法を記載

デジタルアーツが
 簡易SOCサービスを提供開始！

Point 2

脅威検知時に
レポートを即座にメール配信

SPEEDY

COST DOWN

中小企業のお客さま必見！
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いつ、どのユーザーに、どんな脅威が発生したか、
どう対処すれば良いか、レポートを見るだけで把握可能！

高画質レポートサンプル・導入イメージなど、詳細はこちらの特設ページから！

※一部抜粋。実際のレポートとは異なる場合があります。

※一部抜粋。実際のレポートとは異なる場合がございます。
※別途CSVファイルも共有されます。

その他の情報と併せて、
該当ユーザーを一覧で確認可能です
不正アクセスが「 いつ / どのユーザーにおいて / どの程度発生したのか 」
一目で把握可能

不正アクセスの通信状況に応じて、
最適な対処方法をご案内します
ユーザーごとに、「 今後どのように対処すれば良いか 」一目で把握可能

不正な通信のプロセス名についても記載し、
原因となるプログラム・ソフトウェアの特定に寄与します
ユーザーごとに、「 誰が / どの端末から / いつ / どのURLに /
どのプログラムが動作して不正アクセスし / 今どのような状況か 」一目で把握可能

※WindowsAgent経由の通信のみ

対象ユーザーと対象メール件数が
一覧で確認可能です
危険なメールの送受信が「 いつ / どのユーザーにおいて / 何件発生したのか 」
一目で把握可能

添付ファイル名、件名も一覧で表示、
ユーザーごとに原因となるメールの特定が迅速に可能です
ユーザーごとに、「 発生日時 / 差出人メールアドレス / 差出人IPアドレス /
件名 / 添付ファイル名 」が一目で把握可能

送信、受信ユーザーに応じて、
最適な対処方法をご案内いたします
送受信ユーザーごとに、「 今後どのように対処すればよいか 」が
一目で把握可能


